
　「虹」を書籍化しています。最新

刊の第９集『虹　海の匂いを覚え

ている』は２０２２年９月から２４年５

月までに掲載した�編を収めてい

ます。１，１００円。問い合わせは北

日本新聞社出版部、電話０７６（４４５）

３３５２（平日午前９時～午後５時）。

〒９３３｜０９１１　高岡市あわら町１３｜５０
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次回掲載は１月１日（木）です。

　拍手は鳴りやまなかった。�月、黒部市

を拠点にするアマチュア劇団「劇団フロン

ティア」の第１１０回公演は千秋楽を迎えて

いた。田んぼの中にぽつんとある山小屋風

の劇場には、�人の観客が詰めかけた。

　公演のタイトルは『お湯は続くよどこま

でも～宇奈月木管事件』。昭和初期の宇奈

月温泉を舞台にしたオリジナル作品だ。湯

を引く木管が通る土地の所有者が、土地の

買い取りなどを求めた民事裁判を題材にし

た。温泉の存続が危ぶまれる中で、地元の

食堂に集まった住民や駅員らが裁判の影響

に振り回される様子をコミカルに描いた。

　方言の入ったせりふがテンポよく飛び交

い、勘違いがちょっとした騒動を巻き起こ

していく展開に、会場からは笑いが起きる。

登場人物たちの家族や地域への思いが明ら

かになっていき、最後は判決が確定したこ

とが分かって物語は大団円を迎えた。

　カーテンコールが終わり、出演者は観客

を見送るため、舞台袖から出口に向かう。

だが、客席では拍手が続く。出演者たちは

慌ててステージに戻り、２回目のカーテン

コール。称賛の拍手の中、今回が初舞台の

女性団員は涙を拭った。
もりたかとし

　劇団の代表、森隆俊さん（�）‖黒部市

‖は入団して�年余りになるが、２度目の

カーテンコールは経験がない。一般公演の

全５日間が札止めになったのも初めてだ。

「地元に根差した題材に、親近感を持って

もらえたのかもしれない」

◇

　劇団フロンティアは１９６８（昭和�）年、

演劇愛好家たちで結成した「黒部演研フロ

ンティア」が始まりだ。

　森さんが入団したのは、結成４年目。魚

津工業高校の演劇部を立ち上げたメンバー

で、地元のメーカーで働きながら青年団の

演劇の競技会に出演。それがフロンティア

の団員の目に留まり、入団した。

　当時の代表、亀谷政春さんは自分だけで

はなく、若手にも演出を任せた。団員がそれ

ぞれ公演したい作品を挙げ、決まればみん

なで作り上げる。旗揚げ公演の『女の一生』

のような名作も上演すれば、アングラ作品

やミュージカルにも取り組む。自由な気風

が、演劇のジャンルの幅を広げていった。

　結成から６年がたった頃、文学座出身の

竹内タクオさんが故郷の入善町に戻ってい

ることが分かり、演出を依頼した。

　竹内さんは難しい能書きは語らない。作

品のメッセージを伝える手段は自由でいい

という考えで、役者の創造性に任せて自由

に演じさせる。作品の流れに沿っていれば、

台本にないせりふもＯＫ。良いと思えば、

「それでいこう！」と演出を決めていく。

　その手法は、団員たちにとって衝撃的だ

った。「プロの芝居をコピーするような気

風を根本からひっくり返された」と森さん

は言う。「表現に正解はなく、解釈によっ

てどんな表現でも伝えられるという面白さ

を初めて知った」

　竹内さんは団員たちに告げていなかった

が、白血病を患っていた。体がふらふらに

なりながら演出を続け、練習が終われば団

員を飲みに誘った。

　公演が終わって約１週間後、竹内さんは

帰らぬ人となった。団員たちとわずか３カ

月ほどの付き合いだったが、「濃厚な時間

だった」と森さんは振り返る。「自分の死

期を感じながらも、一つの作品を全うする

生き様を見せてくれた。竹内さんが与えて

くれた影響は大きかった」

◇

　フロンティアの大きな特徴は、アマチュ

ア劇団では珍しい自前の劇場を持っている

ことだ。

　きっかけは飲みの席だったという。�（昭

和�）年頃、酔った団員たちが「自分たち

の劇場を持って、定期的な公演がしたい」

という話をしていた。すると、美術担当の
いなさわひろあき

稲澤廣明さんが「うちの田んぼを貸すか

ら、みんなで使おう」と敷地を無償で貸し

出すと申し出た。

　団員たちはすぐに動き出す。銀行から融

資を受け、材料を購入。プロの協力を受け

ながら、団員たちは自らの手で建設工事を

始めた。休日返上でこつこつと作業に当た

り、２年後に劇場「シアターフロンティア」

が完成。夢物語を現実にした。

　劇場を持つメリットは、本番と同じセッ

トで練習ができ、会場にセットを搬入しな

くてもいい点だ。練習も夜遅くまでできる。

　大がかりな仕掛けも可能になった。ワイ

ヤで役者を宙づりにする演出や、円形の舞

台を回転させて場面転換する芝居なども行

った。

　一方、田んぼの中に突如できた建物は、

周囲の住民には、いぶかしく見られていた。

劇団に〝反政府運動〟というイメージを持

ち、公演に反対する人もいた。

　だが、劇団の活動が知られるようになる

につれ、印象は逆転する。若い世代が減っ

ていく地域に、若者を呼び込むことが評価

されるようになった。稲澤さんは「ほっと

しましたよ。認められるには�年かかった」

と振り返る。

◇

　現在、フロンティアの団員は会社員や主

婦ら�人余り。仕事や家事を終えた夜に劇

場に集まり、練習に励んでいる。

　『お湯は続くよどこまでも』の作・演出
おざきしゅんたろう

を担当した尾崎 俊太郎 さん（�）は黒部市

の職員だ。初めてフロンティアの舞台を見

たのは、通っていた中学校の体育館改修を

記念した出前公演だった。もともと演劇に

興味があり、「こういうところに入りたい」

と思った。

　進学した魚津高校に演劇部はあったが、

入らなかった。「演劇はキラキラした人た

ちがやるもの」と考えていたからだ。一方

で、大学では演劇をしたいとひそかに思っ

ており、立命館大では勇気を出して学生劇

団に入った。そこで演技を経験し、作・演

出を１作品手掛けた。周りにはプロの舞台

俳優になる学生もいたが、尾崎さんはＵタ

ーンして就職した。

　働き始めてすぐにフロンティアから声が

かかり、入団した。尾崎さんは学生時代に

演技のテクニックを重視していたが、フロ

ンティアの先輩たちは役者の心の動きを表

現することに重きを置いていた。

　反発する気持ちはあったが、考えが変わ

っていく。「テクニックだけで表現できる

のはごくまれな天才だけ。気持ちの流れが

大事なことをフロンティアで教わった」

　尾崎さんは、役者をしながら、自発的に

書いたオリジナルの脚本『センチメンタル

朝間野球』を提案。劇場開設�周年の記念

公演に採用された。以後、オリジナル作品

を手掛けるようになる。

◇

　２０２３年、宇奈月温泉開湯１００周年に合わ

せ、フロンティアは宇奈月温泉の礎を築い
やまだゆたか

た土木技師、山田胖を取り上げたオリジ

ナル作品を上演した。公演は好評で、観客

のアンケートには「木管事件もやってほし

い」という声があった。

　フロンティアの観客は７割が固定客で、

そのほとんどが地元住民だ。森さんたちは

「半世紀以上も地元の人に支えられてきた

自分たちがお返しをする時」と考え、再び地

元を題材にした公演をすることを決めた。

　脚本を担当する尾崎さんはストーリーを

練るうちに、だんだんテーマが見えてきた。

先人たちの功績、地域に対する責務、人を

元気にする役割、そして後世につなぐ大切

さ｜。宇奈月温泉を題材にしているものの、

作品のメッセージはフロンティアにも通じ

ている気がした。１１０回の節目となる公演

は、自分たちのことも投影する物語に仕上

がった。尾崎さんは「意図したわけではな

かったんですが、結果的にそんな感じにな

りました」と照れたように言う。

　来年の次回作は未定だが、地元の別の題

材を取り上げてほしいという声もあるとい

う。劇団の活動は続いていく。

　劇団フロンティアは創立�年。節目とな

った第１１０回公演には、劇団で長年培われ

てきたものが織り込まれていた気がしま

す。『虹』も今回が２００回の節目です。続

けること、つなげることの重みに思いを巡

らせました。

公演の千秋楽で拍手を受ける

劇団フロンティアの団員たち
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